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（平成 24 年３月 20 日：国見台陸上競技場）

予算特集号平成24 年度

安らぎのまち
ひとが輝く

活力あふれ
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一般会計予算額の年度別推移

22012 予算特集

歳　入

●市　税……………

●分担金・負担金…

●使用料・手数料…

●繰入金……………

●諸収入……………

●地方交付税………

●国庫支出金………

●県支出金…………

●市　債……………

●地方譲与税………

個人と法人の市民税、固定資産税、

たばこ税などです

災害復旧事業の負担金、保育園の入所

負担金などです

施設の使用料、戸籍や住民票の謄・抄

本の手数料などです

基金や特別会計からの繰入金です

雑入などです

国が徴収した税金から、地方公共団体

が等しく事務を進められるよう一定の

基準で交付されるものです

国からの負担金や補助金です

県からの負担金や補助金です

市が行う事業の財源として、国や金融

機関などから借り入れる借入金です

国税から譲与されるものです

歳　出

●民生費…………社会福祉や児童福祉、生活保護など市民

の安定した生活を保障する経費です

●総務費…………企画、男女協働、国際交流など、主に総

務部門に要する経費です

●公債費…………借入金の返済に要する経費です

●教育費…………小・中学校の学校教育をはじめ、社会教

育や保健体育など教育全般の経費です

●土木費…………道路、河川、住宅、公園、市街地などの

整備や維持管理に要する経費です

●衛生費…………保健衛生、ごみの収集・処理などに要す

る経費です

●消防費…………火災など災害に対応するための経費です

●農林水産業費…農林水産業の振興に要する経費です

●商工費…………商工業や観光の振興に要する経費です

●議会費…………議会運営に要する経費です

●その他…………労働費、諸支出金、災害復旧費などです

　
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
加
え
急
激
な
円
高
の
影
響
な
ど
に
よ

り
輸
出
産
業
を
中
心
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
お
り
、
法
人
市

民
税
な
ど
税
収
の
伸
び
も
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
厳
し
い

財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
行
財
政
改
革
の
着

実
な
推
進
に
よ
り
経
費
縮
減
と
歳
入
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、

既
存
事
業
の
徹
底
し
た
見
直
し
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な

か
で
緊
急
性
、
効
率
性
に
配
慮
し
た
予
算
編
成
に
努
め
ま
し
た
。

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
の
評
価
替
え
な
ど
に
よ
り
市

税
が
減
収
と
な
る
も
の
の
、
普
通
交
付
税
は
前
年
度
よ
り
増
額

で
見
込
み
、
基
金
繰
入
や
市
債
な
ど
に
よ
り
財
源
の
確
保
に
努

め
ま
し
た
。
一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
道
路
陣
内

白
野
線
の
整
備
工
事
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
整
備
事
業
、
二

里
小
学
校
の
校
舎
改
築
に
向
け
た
実
施
設
計
、
国
見
台
体
育
施

設
の
改
修
事
業
な
ど
に
重
点
的
な
投
資
を
行
い
つ
つ
、
子
育
て

支
援
策
の
充
実
や
保
健
活
動
の
推
進
、
農
林
業
お
よ
び
商
業
・

観
光
の
振
興
、
学
校
教
育
の
推
進
、
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

な
ど
の
た
め
に
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
配
分
し
た
予
算
の
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
24
年
度
の
伊
万
里
市
一
般
会
計
予
算
は
、

総
額
で
２
０
４
億
８
４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

平
成
23
年
度
と
比
較
す
る
と
、
２
・
４
％
の
減
少
と
な
り
ま
す
。

204 億 8400 万円

198.7

204.8

一 般 会 計
平成 24 年度当初予算総額

歳出総額
　  204 億

8400 万円
土木費
16 億 691 万円

衛生費
14 億 3195 万円

公債費
24 億 1584 万円

教育費
17 億 4612 万円

商工費
4 億 7343 万円

消防費
7 億 6081 万円

その他
2 億 4637 万円

農林水産業費
7 億 5632 万円

議会費
2 億 9435 万円

民生費
81 億 8468 万円

総務費
25 億 6722 万円

自主財源
78 億
5850 万円
 （38.4％）

繰入金
1 億 67 万円

分担金及び
負担金
4 億 3500 万円

使用料及び
手数料
3 億 2936 万円

諸収入ほか
5 億 6045 万円

市税
64 億 3302 万円

地方交付税
53 億 842 万円

地方譲与税ほか
10 億 1000 万円

市債
16 億 5520 万円

国庫支出金
28 億 6295 万円

県支出金
17 億 8893 万円

依存財源
126 億
2550 万円
 （61.6％）



■
工
業
用
水
道
事
業
特
別
会
計

工
業
用
水
を
供
給
す
る
た
め
、

使
用
料
な
ど
を
財
源
に
、
事
業

運
営
や
施
設
整
備
な
ど
を
行
う

会
計
で
す

　
市
が
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
際

に
、
そ
の
財
源
の
一
部
と
し
て
、

国
や
県
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら
借

り
入
れ
た
市
債
の
現
在
高
は
、
表

３
の
と
お
り
で
す
。

険
料
を
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
へ
納
付
す
る
会
計

で
す

　
市
で
は
、
特
別
会
計
の
中
で
も

経
営
成
績
を
明
確
に
す
る
た
め
、

『
地
方
公
営
企
業
法
』
の
適
用
を
受

け
る
も
の
と
し
て
、
次
の
２
つ
の

企
業
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
会
計
ご
と
の
予
算
額
は

表
２
の
と
お
り
で
す
。

■
水
道
事
業
特
別
会
計

安
心
し
て
飲
め
る
水
を
供
給
す

る
た
め
、
水
道
使
用
料
な
ど
を

財
源
に
、
事
業
運
営
や
施
設
整

備
な
ど
を
行
う
会
計
で
す
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ざ
し
、
下
水
道
整
備
や
処
理
場

の
維
持
管
理
を
行
う
た
め
の
会

計
で
す

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

農
村
地
域
の
快
適
な
生
活
環
境

の
実
現
を
め
ざ
し
、
排
水
事
業

を
行
う
た
め
の
会
計
で
す

■
市
営
駐
車
場
特
別
会
計

中
心
市
街
地
や
商
店
街
な
ど
へ

の
来
訪
者
の
利
便
を
図
る
目
的

で
設
置
し
て
い
る
市
営
駐
車
場

を
管
理
・
運
営
す
る
た
め
の
会

計
で
す

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』
の

適
用
を
受
け
る
75
歳
以
上
の
高

齢
者
と
65
歳
以
上
で
一
定
の
障

害
が
あ
る
人
か
ら
徴
収
し
た
保

　
市
で
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
、

特
定
の
事
業
を
行
う
と
き
に
、
特

定
の
収
入
を
も
っ
て
そ
の
支
出
に

充
て
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経

理
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て

『
特
別
会
計
』
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
は
、
表
１
の
と
お

※平成 24 年 3 月補正後の金額です

※主な借入先は、財務省、地方公共団体金融機構、

佐賀県、市中金融機関などです

表１ 特別会計予算額

表２ 企業会計予算額

表３ 市債現在高

り
７
つ
の
特
別
会
計
を
設
け
て
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら
特
別

会
計
の
予
算
総
額
は
、
１
５
６
億

２
７
３
２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
税
や
国
庫
支
出

金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
医
療

給
付
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す

■
介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
料
や
国
庫
支
出
金
を

主
な
財
源
と
し
て
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す

■
立
花
台
地
開
発
事
業
特
別
会
計

公
共
事
業
に
伴
う
代
替
地
供
給

を
目
的
と
し
た
、
宅
地
開
発
を

行
う
た
め
の
会
計
で
す

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
を
め

特
別
会
計

企
業
会
計

市
債
現
在
高

特 別 会 計 名 予　算　額

国 民 健 康 保 険 65 億 3,928 万円

介 護 保 険 55 億 6,861 万円

立 花 台 地 開 発 事 業 905 万円

公 共 下 水 道 事 業 20 億 7,027 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 1 億 1,634 万円

市 営 駐 車 場 1,231 万円

後 期 高 齢 者 医 療 13 億 1,146 万円

計 156 億 2,732 万円

区 分 水道事業 工業用水道事業

収
益
的
収
支

収 

入
13 億 3,382 万円 10 億 4,342 万円

支 

出
13 億 3,382 万円 10 億 4,342 万円

資
本
的
収
支

収 

入
6 億 1,356 万円 4 億 6,446 万円

支 

出
13 億 1,255 万円 5 億 4,308 万円

会計区分 現在高

 一般会計 208 億 8,516 万円

特
別
会
計

 公共下水道事業 137 億 4,896 万円

 農業集落排水事業 12 億 2,995 万円

計 358 億 6,407 万円

会計区分 現在高

企
業
会
計

 水道事業 47 億 6,364 万円

 工業用水道事業 152 億 6,642 万円

計 200 億 3,006 万円

平成24年度 当初予算額
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平
成
14
年
４
月
に
市
長
に
就
任

し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
10
年
の
間
、

前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
発

想
の
も
と
、
市
民
が
主
役
の
活
気

に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
市
政
運
営
に
邁
進
し
て
き
ま

よ
り
、
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

つ
ひ
と
つ
が
実
を
結
び
姿
を
現
し

た
今
、
私
は
、
こ
の
10
年
を
節
目

と
し
て
初
心
に
立
ち
返
り
、
未
来

に
向
か
っ
て
大
き
く
伸
び
ゆ
く
伊

万
里
市
づ
く
り
に
向
け
、
さ
ら
に

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟

で
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
世

界
的
な
金
融
危
機
や
昨
年
の
東
日

本
大
震
災
の
影
響
か
ら
緩
や
か
な

が
ら
回
復
基
調
に
あ
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
デ
フ
レ
が
継
続
す
る

と
と
も
に
、
戦
後
最
高
水
準
の
円

高
に
伴
い
製
造
業
を
中
心
と
し

て
産
業
の
空
洞
化
と
雇
用
情
勢

の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
は
、

大
震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電

所
事
故
か
ら
の
復
活
へ
の
取
り
組

み
を
は
じ
め
、
経
済
成
長
と
財
政

健
全
化
を
両
立
す
る
経
済
運
営
の

    伊万里市長
 塚部 芳和

　
平
成
24
年
第
１
回
定
例
市
議
会
（
３
月
議
会
）
で
、
塚
部
市
長
が
平
成
24
年
度
の
市
政
運

営
に
つ
い
て
の
所
信
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

実
現
と
、
新
成
長
戦
略
の
実
行
の

加
速
を
一
体
的
に
位
置
づ
け
た
日

本
再
生
の
基
本
戦
略
が
構
築
さ
れ

る
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
社
会

に
対
応
す
る
持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
改
革
や
地
方
の
権
限
を
拡

大
す
る
た
め
の
地
域
主
権
改
革
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
の
想
定
を
超
え
た
異
常
気

象
へ
の
備
え
や
さ
ま
ざ
ま
な
危
機

管
理
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
急
激

に
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
、
さ
ら
に
は
長
引
く
景
気
低

迷
に
伴
う
財
政
の
悪
化
な
ど
、
極

め
て
困
難
な
課
題
に
直
面
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
方

自
治
体
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

に
も
増
し
て
効
率
的
な
行
財
政
運

営
が
強
く
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、

地
域
主
権
の
考
え
の
も
と
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
私
は
、
い
ま
一
度

地
方
自
治
の
原
点
に
立
ち
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
い
き
い
き

と
暮
ら
す
豊
か
で
自
立
し
た
地
域

社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
、
立
ち
は

だ
か
る
政
策
課
題
に
対
し
不
退
転

の
決
意
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

 

は
じ
め
に

 

時
代
潮
流
と
社
会
情
勢

 

市
政
運
営
の
基
本
方
針

伸びゆく伊
万里

平
成
24
年

第
１
回
定
例
会

所
信
表
明

し
た
。

　
特
に
、
市
勢
発
展
の
根
幹
と
な

る
都
市
基
盤
や
産
業
基
盤
の
整

備
、
さ
ら
に
は
尊
い
命
と
健
康
を

守
る
地
域
医
療
の
確
保
に
全
力
を

傾
注
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に

よ
っ
て
積
み
重
ね
て
き
た
努
力
に

豊
か
で
自
立
し
た
地
域
社
会
を
め
ざ
し

　
不
退
転
の
決
意
で
挑
戦



に
、
少
子
化
の
影
響
に
よ
り
児
童

生
徒
数
が
減
少
す
る
中
で
適
正
な

学
校
規
模
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

る
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
中
核

的
施
設
で
あ
る
国
見
台
公
園
に
お

い
て
、
陸
上
競
技
場
の
第
３
種
公

認
更
新
の
た
め
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
用
の
プ
ー
ル

に
つ
い
て
も
再
開
に
向
け
改
修
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
中
国
大
連
市
と
の
友
好

交
流
25
周
年
を
記
念
し
て
、
市
民

訪
問
団
を
大
連
市
へ
派
遣
し
人
的

交
流
の
拡
大
を
図
る
ほ
か
、
地
域

づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め

農
山
漁
村
の
資
源
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
て
10
年

ぶ
り
に
海
外
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
鍋
島
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
伊
万

里
焼
や
高
い
評
価
を
受
け
る
伊
万

里
牛
な
ど
、
全
国
的
に
知
ら
れ
る

伊
万
里
ブ
ラ
ン
ド
の
高
級
な
イ

メ
ー
ジ
を
活
用
し
、
さ
ら
な
る
ブ

ラ
ン
ド
産
品
の
開
発
強
化
に
努
め

る
ほ
か
、
本
市
の
玄
関
口
で
あ
る

伊
万
里
駅
に
観
光
の
専
門
部
署
を

設
置
し
、
市
外
か
ら
の
交
流
人
口

の
拡
大
に
向
け
観
光
協
会
と
の
緊

密
な
連
携
の
も
と
新
た
な
観
光
戦

て
新
た
に
原
子
力
災
害
対
策
編
の

策
定
に
取
り
組
む
ほ
か
、
災
害
時

に
お
け
る
自
主
的
で
円
滑
な
避
難

を
促
す
た
め
住
民
自
ら
の
手
に
よ

る
防
災
マ
ッ
プ
作
成
の
全
市
的
な

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
有
田
町
と
と
も
に
整

備
を
進
め
て
き
た
伊
万
里
有
田
共

立
病
院
が
３
月
１
日
に
開
院
し
た

こ
と
か
ら
、
今
後
は
圏
域
の
医
療

機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
休
日
・
夜
間
急
患
医
療
セ

ン
タ
ー
を
４
月
に
新
築
移
転
す
る

な
ど
地
域
医
療
の
充
実
に
努
め
る

ほ
か
、
子
ど
も
の
入
院
時
の
医
療

費
助
成
の
対
象
を
中
学
生
に
ま
で

拡
大
す
る
な
ど
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
上
水
道
の
第
９
次

拡
張
に
つ
い
て
は
、
井
手
口
川
ダ

ム
を
水
源
に
新
た
に
整
備
し
た
浄

水
場
か
ら
水
道
水
の
供
給
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
県
西
部
４
市
５

町
で
整
備
を
進
め
て
い
る
広
域
ご

み
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
敷
地

や
取
付
道
路
の
造
成
を
は
じ
め
施

設
の
実
施
設
計
に
着
手
す
る
な
ど

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
未
来
の
伊
万
里
を
担
う
子
ど
も

の
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
、
二
里
小
学
校
の
校
舎
改
築
に

向
け
実
施
設
計
を
行
う
と
と
も

　
政
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、

総
合
計
画
に
定
め
た
将
来
都
市
像

で
あ
る
『
活
力
あ
ふ
れ
　
ひ
と
が

輝
く
　
安
ら
ぎ
の
ま
ち
　
伊
万

里
』
の
実
現
の
た
め
、
重
点
的
な

事
業
の
展
開
に
努
め
ま
す
。

　
風
水
害
を
は
じ
め
、
地
震
や
津

波
、
原
発
事
故
な
ど
の
災
害
に
対

す
る
防
災
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
専
門
部
署
と
し
て
総
務
部
内

に
防
災
危
機
管
理
室
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
原
子
力
災
害
へ
の
備
え

と
し
て
、
地
域
防
災
計
画
に
お
い
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※
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
主
要
な
施
策
の
概
要
と
予
算
な
ど
に
つ
い
て
、

　
総
合
計
画
の
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

 

主
要
な
施
策

  

安
心
と
安
全
の
確
保

  

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

  

将
来
に
向
け
た
ひ
と
づ
く
り

略
を
展
開
し
ま
す
。

　
日
本
海
側
拠
点
港
に
選
定
さ
れ

た
伊
万
里
港
に
つ
い
て
は
、
大
型

化
す
る
コ
ン
テ
ナ
船
へ
の
対
応
と

し
て
、
念
願
の
水
深
13
メ
ー
ト
ル

岸
壁
の
今
年
度
完
成
と
あ
わ
せ
ガ

ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
、
さ
ら
な
る
集
荷
活
動
と
新
規

航
路
の
開
設
に
取
り
組
む
ほ
か
、

全
庁
に
ま
た
が
る
伊
万
里
湾
開
発

に
関
す
る
業
務
を
一
元
化
し
強
化

す
る
た
め
、
政
策
経
営
部
内
に
担

当
部
署
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た

松
島
搦
地
区
の
浸
水
対
策
と
し
て

ポ
ン
プ
場
の
整
備
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
都
市
計
画
道
路
大
坪
木

須
線
に
つ
い
て
は
市
道
か
ら
県
道

へ
の
格
上
げ
を
行
い
、
早
期
開
通

を
め
ざ
し
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
伊
万
里
港
の
物
流
の

効
率
化
を
図
る
た
め
、
伊
万
里
湾

大
橋
の
４
車
線
化
を
は
じ
め
臨
港

道
路
七
ツ
島
線
の
早
期
整
備
を
促

進
す
る
ほ
か
、
地
域
間
の
連
携
と

交
流
の
た
め
の
交
通
網
と
し
て
、

福
岡
都
市
圏
と
つ
な
が
る
西
九
州

自
動
車
道
や
有
田
町
へ
の
ア
ク

セ
ス
向
上
の
た
め
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ロ
ー
ド
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

未来へ向か
って

 伊万里港水深13㍍岸壁

 西九州自動車道

 広域ごみ処理施設


